
様式第一号

（表面）

引揚者給付金請求書

-01-05- -21 審査データ番号

（フリガナ）
引

氏 名
揚

者 性 別 生 年 月 日 引 揚 年 月 日

又
男 女

は
死亡年月日 終 戦 前 ６ か 月 間 の 住 所

死

亡 法第５条第２項該当・非
死亡の場所 本 籍 地

該当の別
し

該当 非該当

た
（フリガナ）

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
者

住 所

（フリガナ）

譲
氏 名

受

人 続 柄 性 別 生 年 月 日 ※

又
男 女

は

遺 （フリガナ）

族 （〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

（注意） 裏面も記載して下さい。



（裏面）

(フリガナ)

氏 名
相

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄

続
男 女

人 (フリガナ)

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

区 分 １ 親権者等 ２ 成年後見人等 ３ 代理人

(フリガナ)

代 氏 名

性 別 生 年 月 日
理

男 女

人
(フリガナ)

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

国債の受領を市区町村長に委任したと

きはその市区町村長名

国 債 受 領 希 望 取 扱 店 名

（フ リ ガ ナ）

元 利 金 支 払 場 所

上記により、「引揚者給付金等支給法」による引揚者給付金を請求します。

令和 年 月 日

フリガナ

氏 名 ,

知 事 殿



様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第二号

（表面）

遺族給付金請求書

-01-05- -21 審査データ番号

（フリガナ）
引

氏 名
揚

者 性 別 生 年 月 日 引 揚 年 月 日

又
男 女

は
死亡年月日 終 戦 前 ６ か 月 間 の 住 所

死

亡 法第５条第２項該当・非
死亡の場所 本 籍 地

該当の別
し

該当 非該当

た
（フリガナ）

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
者

住 所

（フリガナ）

譲
氏 名

受

人 続 柄 性 別 生 年 月 日 ※

又
男 女

は

遺 （フリガナ）

族 （〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

（注意） 裏面も記載して下さい。



（裏面）

(フリガナ)

氏 名
相

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄

続
男 女

人 (フリガナ)

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

区 分 １ 親権者等 ２ 成年後見人等 ３ 代理人

(フリガナ)

代 氏 名

性 別 生 年 月 日
理

男 女

人
(フリガナ)

（〒 ― ） （電話 ― ― ）
住 所

国債の受領を市区町村長に委任したと

きはその市区町村長名

国 債 受 領 希 望 取 扱 店 名

（フ リ ガ ナ）

元 利 金 支 払 場 所

上記により、「引揚者給付金等支給法」の遺族給付金を請求します。
なお、同順位者が数人ある場合は、次の事項を承諾の上、全ての同順位者を代表して遺

族給付金を請求します。

・ 権利の裁定は全ての同順位者に対してしたものとみなされるため、他の同順位者は権

利の裁定を受けた者に対し、各々の持分を主張することができます。

・ 他の同順位者から各々の持分を主張された場合は、権利の裁定を受けた者の責任で調

整を行います。

・ 本請求書の請求者の氏名及び連絡先は、遺族給付金の請求又は審査請求を行った他の

同順位者に教示されます。下記の署名者が請求者と異なる場合は、請求者の氏名並びに

署名者の氏名及び連絡先が教示されます。

令和 年 月 日

フリガナ

氏 名 ,

知 事 殿



（
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

（
削
る
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
順
位
の
相
続
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
前
項

に
規
定
す
る
書
類
に
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

相
続
人
と
し
て
特
別
給
付
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
他
の
同
順
位
の
相
続

人
の
同
意
書

二

前
号
の
同
意
書
が
提
出
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
類



様
式
第
一
号
表
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



※　１　明治　　２　大正　　３　昭和

(姓) (名)

※　１　昭和　　２　平成　　３　令和

年 月 日

都 道

府 県

(姓) (名)

年 月 日

〒
都 道
府 県

(姓) (名) 年 月 日

※
(姓) (名)

〒
都 道
府 県

都 道 市 区

府 県 町 村

※　01　公務扶助料 　21　遺族給与金 　33　日本鉄道共済組合殉職年金

　　02　特例扶助料 　31　旧令共済組合殉職年金 　34　日本電信電話共済組合殉職年金

　　11　遺族年金 　32　郵政省共済組合殉職年金

　上記により、「戦没者等の妻に対する特別給付金支給法」の特別給付金を請求します。

令和 年 月 日 電話

(市区町村使用欄)

月 日

① も と の
身 分

死　亡
年月日

（

裏
面
の
記
載
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

戦

没

者

等

フ リ ガ ナ
生　年
月　日氏 名

②除籍時の
本 籍 等

③

請

求

者

フ リ ガ ナ

戦 没 者 等 の 妻 に 対 す る 特 別 給 付 金 請 求 書

住 所

氏 名

年

④
被
相
続
人

フ リ ガ ナ
死　亡
年月日氏 名

１ 平成

２ 令和

⑤

代

理

人

等

フ リ ガ ナ

区 分
氏 名

 1 代理人 　2 親権者等 　3 成年後見人等

市 区
町 村

⑥国債の償還金
の希望支払場所

名　称 所在地

国債の受領を市区町村長に委任した場合はその市区町村長名

裁定通知書
記 号 番 号

   第          号

住 所

請 求 当 時
の 住 所

都 道
府 県

生 年
月 日

※１ 明治 ２ 大正 ３ 昭和 ４ 平成 ５ 令和

様式第一号　　　　　　　　　　　　　　　　　  （表面）

　１－

国 債 交 付 取 扱 店 名

第　　回特別給付金国庫債券　　号

　戦没者等の妻が
　受けている給付
　の種別

これまで戦没者等の妻に対する特別給付金
国 庫 債 券 を 受 け た か 受 け な い か の 別

※　1　受けた

厚 生 労 働 大 臣
殿 氏名

裁定都道府県知事

2　受けない

⑦これまで戦没者等の妻に対する特別給付金国庫債券を受けた場合

印



（
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号（第１条関係）

戦 傷 病 者 手 帳 交 付 請 求 書

ふりがな 明治 もとの
大正 年 月 日生

氏 名 昭和 身分等

本 籍 現住所
（ ）

公 務 上 の
傷 病 名

障害の有無 有・無 障 害 名

療養を必要と
療養の要否 要・否 する傷病名

療養を受け
ようとする 療養を必要 令和 年 月 日から 入 院
医療機関の
所在地及び とする期間 令和 年 月 日まで 入院外
名称

傷病恩給等 受 給 種 等 項・款・目症 無期
の裁定状況 有 法 有期（ 年 月まで）

無 別 級 級 一時金

身体障害者手帳番号等 № 第 級

戦傷病者特別援護法第４条の規定により戦傷病者手帳を交付されたく、関係書類を
添えて請求します。

令和 年 月 日

氏 名 ,

都道府県知事 殿

注 意
１ 本籍欄の（ ）内には、退職時の本籍を記載してください。
２ 障害の有無欄、療養の要否欄及び傷病恩給等の裁定状況欄は、該当する文字
を○でかこんでください。

３ 傷病恩給等の裁定状況欄のうち、種別欄には、根拠法令を記載し、等級欄の
無期、有期、一時金の別は該当する文字を○でかこみ、有期の場合は、その終
期を記載してください。

４ 最下欄の請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要ありません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
三
号
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第３号の１（第６条関係）

療 養 給 付 請 求 書

ふ り が な
戦傷病者

氏 名
明治
大正 年 月 日生 手帳番号
昭和

療養の給付を必

要とする傷病名

原傷病名
（当初の公務上
の傷病名）

※ (1) (初・併) ※ (1) 年 月 日
すでに認定を受 (2) (初・併) 認定を受け (2) 年 月 日
けた傷病名 (3) (初・併) た年月日 (3) 年 月 日

療養を必要とす 令和 年 月 日から 入 院
入 院 外

る期間 令和 年 月 日まで 訪問看護等

療養を受けよう
とする医療機関
の所在地及び名
称

戦傷病者特別援護法による療養の給付（併発症の認定）を受けたく、関係書類を
添えて請求します。

令和 年 月 日

現住所
氏 名 ,

都道府県知事 殿

注意

１ ※印欄は、併発症の認定を請求する場合のみ記入すること。

２ 「すでに認定を受けた傷病名」欄は、療養給付開始当初に認定を受け

た傷病又はその後認定を受けた併発症の別に応じて「初」又は「併」

のいずれかを○印で囲むこと。

３ 最下欄の請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要あり

ません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第10号（第８条関係）

療 養 費 支 給 請 求 書

金 円

（内訳別紙のとおり）

戦傷病者特別援護法第17条の規定により令和 年 月分療養費

の支給を受けたく請求します。

令和 年 月 日

現住所

戦傷病者

手帳番号

氏 名

都道府県知事 殿

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第11号（第９条関係）

療 養 手 当 支 給 請 求 書

生年 明治

氏 名 大正 年 月 日生

月日 昭和

戦傷病者手帳

第 号

入院中の病院

又は診療所の

所在地・名称

傷 病 名

病院又は診療所の名称 入 院 期 間 備 考

最近一年間に

おける療養の 年 月から 年 月まで

状況

年 月から 年 月まで

最 寄 の

郵便局名

戦傷病者特別援護法第18条の規定により療養手当の支給を受けたく請

求します。

令和 年 月 日

現住所

氏 名 ,

都道府県知事 殿

注意 最下欄の請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要ありません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第12号（第11条関係）

葬 祭 費 支 給 請 求 書

生 年 明治

死 氏 名 大正 年 月 日生

月 日 昭和

亡

戦傷病者手帳

し 第 号

た 死亡年月日

者 死亡した場所

死亡した原因

最 寄 の

郵便局名

戦傷病者特別援護法第19条の規定による葬祭費の支給を受けたく、関係

書類を添えて請求します。

令和 年 月 日

現 住 所

死亡した者

と の 続 柄

氏 名 ,

都道府県知事 殿

注意 請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要ありません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第13号（第12条関係）

更 生 医 療 給 付 請 求 書

生 年 明治

氏 名 大正 年 月 日生

月 日 昭和

戦傷病者手帳

第 号

障 害 名 障害の程度

戦傷病者特別援護法第20条の規定による更生医療の給付を受けたく、関

係書類を添えて請求します。

令和 年 月 日

現住所

氏 名 ,

都道府県知事 殿

注意 最下欄の請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要ありません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



様
式
第
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第15号（第14条関係）

補装具支給（修理）請求書

生 年 明治

氏 名 大正 年 月 日生

月 日 昭和

戦傷病者手帳

第 号

障 害 名 障害の程度

支給(修理)を受 修理を要す

けたい補装具の る部位

名称

希望する製作修

理業者住所・氏

名

製作・修理上特

に希望する事項

戦傷病者特別援護法第21条の規定により補装具の支給（修理）を受けた

く、請求します。

令和 年 月 日

現住所

氏 名 ,

都道府県知事 殿

注意 最下欄の請求者の氏名を自署により記載する場合は、押印は必要ありません。

備考 この用紙は、Ａ列４番とすること。



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
請
求
さ
れ
た
特
別
弔
慰
金
の
裁
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
請
求
さ
れ
た
引
揚
者
給
付
金
及
び
遺
族
給
付
金
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改



正
後
の
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
請
求
さ
れ
た
特
別
給
付
金
の
裁
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
戦
没
者
等
の

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


